
「社会保障・税一体改革」をやめさせ、応能負担で社会保障の拡充を！ 

ほっかいどうの社会保障 
２０１２年５月２９日  北海道社会保障推進協議会 Tel:011-758-2648  FAX:758-4666 

 

６．２行動まであと４日 ５００人以上の参加で成功させよう！ 
  保育分野の街頭宣伝は 11 時から      自民党がＨＰで新システム反対明記 
   

 ６．２アピール行動まであと４日となりました。「社会保障と税の一体

改革特別委員会」で議論している「子ども・子育て新システム関連法案」

については、道内でも「関連法案に反対し公的保育の充実を求める署名」

が１２万筆を越えています。全国に広がる世論と運動もあり、自民党がＨＰで「子ども・子育て新システムに

は反対です」と明記しました。保育分野では６月２日、午後からの保育連の総会前の１１時から大通公園で宣

伝する計画です。 

 国会の会期末は６月２１日です。6.2ピール行動も500人以上の参加で行い、世論と運動を広げて、消費税増

税や社会保障改悪を進める「一体改革」関連法案を阻止して、社会保障を拡充する方向へ転換させましょう！ 

 

障害者団体 医療費助成制度拡充署名３０００筆提出を道へ提出！ 
 

5 月 24 日、道回連（北海道精神障害者回復者クラブ連合会）は、北海道議会に対して「重度心身障害者医

療費助成制度」の拡充を求める請願署名 3000 筆を提出しました（1 次分）。現在の制度では、精神障害の場

合は１級が対象で精神科通院のみです（課税世帯の場合は 1割負担、限度額あり）。２級も含め、入院・通院

（他科受診も含め）に適用することを求める内容です。身体、知的障害の場合は入院、外来（他科受診も含め）

も対象です。会では、引き続き署名を行います。ご協力をお願いします。 

 また、道に対しても「重度心身障害者医療費助成制度」の拡充を求めるとともに、「精神障害者手帳保持者

も、身体・知的（療養手帳）障害者と同様に交通費の

『運賃割引』制度を適用し、道として交通事業者（バ

ス会社等）へ積極的に割引を実施するように説得して

ほしい」と要望しました。対応した道の担当者は「近

く国交省が運送約款を改正する予定。そこからスター

ト」と回答しました。 
写真は５月２０日に行った街頭宣伝の様子。 

 

孤立死防げ 釧路市でも訪問調査 障害を持つ孤立 40 代女性の保護も  
 
道内でも、行政による孤立死を防ぐための取り組みも始まっています。釧路市では、障害者の実態を把握するため 2011 年

から、調査活動をはじめています。５月中旬、新聞報道などで「釧路市障害者訪問調査で４０代の女性を保護した」と報道さ

れました。   

５月２３日、道東勤医協・協立グループで行った「孤立死なくすために」全体学習会で、梅津則行市議（共産党）が、１月

に発覚した高齢者孤立死事件に対する行政の対応と課題について報告しました。亡くなった男性高齢者が介護認定を更新

せず制度の利用をやめたことを受け（釧路市では 2011年度で 286 人が介護認定を更新していない）、更新していない人の実

態把握と支援の必要性や、高齢者訪問調査を行っている包括支援センターの体制強化などにふれました。 

障害者訪問調査は、公的福祉制度を利用していない障害者を対象に昨年１０月からはじめています。今年１月、栄養失

調状態の一人暮らしの４０代の知的障害者が保護されました。女性は「４日間食べていない」と話し市は「あと数日たっていた

らどうなっていたかわからない」と話しています。市は、緊急雇用対策事業を利用して、同訪問調査を行っています。調査員が

訪問し、ドアごしでしか話ができなかったため、直ちに市役所に連絡を取り翌日保健師が訪問し保護しました。 

梅津市議は、「こうした取り組みで市職員の業務量が増えています。職員を増やすことが必要」と話します。共産党市議団

は、釧路市孤立死対策会議設置を提案しています。 
 

反貧困全国キャラバン 2012 「人間らしい生活と労働の保障を求めて、つながろう！」   

北海道は 14 日（釧路）～15 日（帯広）～16 日（旭川）～札幌～18 日（函館）の予定  

札幌は17 日（火） 朝・昼街頭宣伝、知事・市長要請、集会(18 時～札幌市民ホール) など  


